別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医務費
	事業名:看護師等実習指導者講習会（特定分野）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　看護担当　電話番号：058-272-1111（内2538）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：399千円（前年度予算額：399千円）

	事業内容


	１　事業の内容


職員が少人数で長期間の講習を受けることが困難な診療所等を対象に、実習指導体制の整備と臨地における指導内容の充実を図るため、看護師等実習指導者講習会（特定分野）を開催し、看護教育に必要な知識及び技術を習得した実習指導者の育成と確保を行う。
（１）対象分野
　　①助産師養成所における助産学

　　②看護師養成所（老年看護学、小児看護学、母性看護学、在宅看護論）

　　③准看護師養成所（老年看護、母子看護）

（２）対象

　　保健師、助産師又は看護師として3年以上業務に従事した者であって、診療所等において実習指導に従事する予定の者

（３）講習期間

　　2ヶ月間（8日間：週1回程度実施）

（４）講習時期

　　　平成24年1月10日（火）～平成24年3月2日（金）

（５）受講定員

　　　20名
	２　所要経費


　委託費　399千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　２　地域医療の体制と医師・看護職員を確保する
　　・卒後臨床研修の導入等により、新人看護職員の離職を防止する
	２　これまでの取組状況


　本事業の開催により、年間約20名の指導者養成が可能となった。平成21年度は、20名が受講を修了し、臨地実習における指導体制の整備・強化につながっている。
	３　これまでの取組に対する評価


　職員が少人数で長期間の実習指導者講習を受けることが困難な診療所等にとって、短期間型の実習指導者講習会の開催は、実習指導体制の整備を図る上で、有効な手段と言える。よって、質の高い看護職員の養成確保に向けて、今後も継続的に講習会を実施する。
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源
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	399
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	399
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	1月15日時点査定額
	399
	
	
	
	
	
	
	
	399
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